

































































　男性 13 名、女性 3 名。
（２）　年齢構成
　　１．26 ～ 31歳：6 名	 	 	 　２．32～ 37 歳：7名
　　３．38～ 43 歳：2 名	 	 	 　４．44～ 49 歳：1名
（３）　英語能力テストのレベル
　　１．ＴＯＥＩＣ400点台：1名	 	 　２．ＴＯＥＩＣ700 ～ 790点台：4 名
　　３．ＴＯＥＩＣ900点台：2 名	 	 　４．英検 2 級：1名
　　５．英検準１級：1名	 	 	 　６．英検 1 級：1名
　　７．資格なし：6 名
（４）　現在の勤務地
　　１．日本国内：6 名　	 　	 	 　２．日本国外：10 名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シンガポール 6 名、ベトナム4 名）
（５）　所属部署
　　１．企画開発部：6 名	 	 	 　２．開発部：5 名
　　３．その他（海外事業部）：2 名	　　　　　４．経営企画・経営管理全般：1名
　　５．代表者：1名	 	 	 　６．研修生：1名
（６）　役職
　　１．課長：6 名	 	 	 　２．係長（主任）：5 名











　　１．毎日使う：３名	 	 	 　２．週に数回使う：７名
　　３．月に数回使う：５名	 	 　４．あまり使わない：０名
　　５．全く使わない：１名
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（３）メール・文書等を書く頻度

























　　１．ベトナム：8 名	 	 	 　２．シンガポール：8 名
　　３．マレーシア：5 名	 	 	 　４．タイ：3 名










　　１．話す力：２９　	 	 	 　　２．聞く力：３１
　　３．読む力：５３	 	 	 　　４．書く力：７３








　　　１．契約書：6 名	 	 	 　　２．メール：2 名
　　　３．ビジネス文書：6 名	 	 　　４．インターネット上の情報：2 名
　　　５．その他：0 名
（２）書く
　　　１．契約書：2 名	 	 	 　　２．メール：12 名
　　　３．ビジネス文書：3 名	 	 　　４．インターネット上の情報：0 名
　　　５．その他：0 名
（３）話す
　　　１．会議：9 名	 	 	 　　２．電話：4 名
　　　３．会食：0 名	 	 　　　　　　４．非公式な会話：3 名
　　　５．その他：0 名
（４）聞く
　　　１．会議：14 名	 	 	 　　２．電話：2 名
　　　３．会食：0 名	 	 　　　　　　４．非公式な会話：0 名
　　　５．その他：0 名
（５）翻訳する（英語→日本語）




　　　１．契約書：1名	 	 	 　　２．メール：1名
　　　３．ビジネス文書：12 名	 	 　　４．インターネット上の情報：0 名













































































































































































































































　ここでは、16 名のアンケ トー回答者を英語能力テスト得点別に３つのグループに区分した。3 つの
グループは以下の通りである。
　　　（１）グループ 1：資格なし及びＴＯＥＩＣ400点台（7名）
　　　（２）グループ 2：ＴＯＥＩＣ700 ～ 790点台または英検 2 級（5 名）
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　今日、英語は世界193 か国のうち、実質的に公用語にしている国は 50 か国あると言われている。
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